
科　目　名　：

講師名 山根　輝夫 単位 1 単位

実務経験
平成23年より大学等において、非常勤講師
として勤務 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

単　　　元　　・　　内　　　容

提出物の量と質に授業中の参加態度を加味す
る。
課題提出状況及び内容

100点満点

随想舎：「レトリックのすすめ　上手にかける方程式」
必要に応じてプリント・資料配布

物事を論理的に思考し、客観的に評価できるものの見方・考え方・表現力を養う。
課題レポートや論文作成のための文章構成方法を身につける。

１．文とは何か
　１）会話と文
　２）文の成立と構成要素

２．文の真偽と命題の真偽
　１）文の完成
　２）情報の整理
　３）情報の図解と説明
　４）事実と価値判断の好悪

３．矛盾と反対

４．文章の構成

５．論理的問題点の抽出

６．論理と感情

７．情報の整理　倫理問題

論理学

授業科目
論理学 時　　期

1年次　前期



科　目　名　：

講師名 石川　麻理子 単位 1 単位

実務経験
パソコン教室の講師として勤務
システムエンジニア 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・筆記試験 100点満点

1年次　前期

時　　期

１．日常生活における情報の収集・処理する能力を身につける。
２．情報を統計的に処理する能力を習得し、コンピューターの機能と特性を理解して基本的操作能力を養う。
３．情報社会においてのモラルを身につける。

単　　　元　　・　　内　　　容

　１．情報とは　　情報科学の基礎

　２．コンピューターの仕組み

　３．インターネットの仕組み

　４．情報の活用方法
　　　　個人情報とは
　　　　個人情報保護法演習

　５．パソコンの基本　（Ｗｏｒｄ）

　６．パソコンの基本　（Ｅｘｃｅｌ）

　７．インターネットの情報検索・電子メール

　８．情報発信の方法
　　　　簡単なホームページの作成

　９．プレゼンテーションの方法
　　　　パワーポイントの作成

情報科学

事例でわかる情報モラル

授業科目
情報科学



科　目　名　：

講師名 久保　房子 単位 1 単位

実務経験
大学院修士課程終了後、看護師・非常勤講師として
勤務　Ｍ,ｓ　communicationｓ講師 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・筆記試験 100点満点

人間生活の価値の多様性を学び、人間らしい豊かな生活が送れるように基礎的な知識を習得する。

オーム社：生活科学

単　　　元　　・　　内　　　容

　１．生活と環境

　２．人体の仕組みと機能

　３．食生活

　４．衣生活

　５．住生活

　６．エネルギーの利用

　７．消費生活の諸問題

　８．生活水準とその将来

生活科学

授業科目
時　　期生活科学

1年次　前期



科　目　名　：

講師名 村井　輝久 単位 1 単位

実務経験
筑波大学大学院　人間総合科学研究科博士
後期課程　学校教育学専攻中 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・筆記試験 100点満点

メヂカルフレンド社：新体系看護学全書　　基礎科目　　教育学

単　　　元　　・　　内　　　容

　１．人間の成長と教育の意義

　２．今を生きる人々と教育問題

　３．学ぶこと教えることの理論と方法

　４．健康と教育

　５．子供理解と生活指導
　　　　こころの問題と生活指導　　カウンセリング

　６．問題行動の理解と援助

　７．特別なニーズを持つ子供と向き合う

１．人間の成長発達における教育の果たす役割について、基本的な理解を培う。
２．教育における文化（教材）、集団との関りについて理解を深め、自己教育力を高めることができるようにする。

教育学

授業科目
教育学 時　　期

1年次　前期



科　目　名　：

講師名 森川　澄子 単位 1 単位

実務経験
日本レクリエーション協会公認　福祉レクリエーション
ワーカー・コーヂィネーター 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・筆記試験 100点満点

レクリエーション論

授業科目
レクリエーション論 時　　期

1年次　前期

１．心の動きと身体の動きとの相関について基本を理解する。
２．健全な心身の向上を図るために、個人や集団に対しての支援の方法を学ぶ。

単　　　元　　・　　内　　　容

１．レクリエーションの基本的理解
　１）レクリエーションとは何か
　２）コミュニケーションワーク
　３)ライフサイクルとレクリエーション

２．レクリエーション支援の実際
　１）福祉現場でのレクリエーション
　２）介護現場でのレクリエーション
　３）目的に合わせたレク・ワーク

３．実技

テキストは特に使用しない。必要に応じてプリント配布する。



科　目　名　：

講師名 森　千住子 単位 1 単位

実務経験
大学の非常勤講師、中学・高校のスクールカウンセ
ラーとして勤務 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・筆記試験 100点満点

人間関係論Ⅰ

授業科目
人間関係論Ⅰ 時　　期

1年次　前期

１．医療に携わるものとしての資質の向上を目指す。
２．家庭、学校、社会に展開される人間関係を主題とし、人間としての生き方を考慮し、主として看護に関連して
　　いる問題を広く考察する。

単　　　元　　・　　内　　　容

１．人間関係を学ぶ

２．社会と人間の発達

３．対人関係の持ち方
　　エゴグラム
　　自己概念
　　パーソナルスペース

４．援助とは

５．自己開示・自己表現法

看護に生かすカウンセリング



科　目　名　：

講師名 加藤　美奈子 単位 1 単位

実務経験
病院等で複数年勤務その後、教員として勤務
当校専任教員 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・筆記試験 100点満点

人間関係論Ⅱ

授業科目
人間関係論Ⅱ 時　　期

1年次　後期

１．ボランティア活動を通して社会人として人と関わることを通して相手を理解し、自分を理解することを目指す。
２．関わりを体験した場面を再構成し、レポートにまとめる。

単　　　元　　・　　内　　　容

１．コミュニケーションを左右する要件について復習する。
　１)身だしなみ
　２）接遇

２．『人間関係論Ⅰ』で学んだ内容について復習する。
　１）傾聴する
　２）人間関係つくり形成に必要な要件
　３）言語的コミュニケーション　非言語的コミュニケーション

３．ボランティアについて　（出前授業３０分）　：　小山市民活動センター講師
　　ボランティアに参加する　（演習８Ｈ）

４．レポートのまとめ提出

必要に応じてプリント配布



科　目　名　：

講師名 松尾　由美 単位 1 単位

実務経験
人間文化研究科人間発達科学終了後、講師として
大学等で勤務 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・筆記試験 100点満点

発達心理学

授業科目
発達心理学 時　　期

1年次　前期

１．人間のメカニズムや法則について学ぶ。
２．各発達段階や課題の行動様式の差について理解する。
３．心理学的知見を看護場面に応用する方法を学ぶ。

単　　　元　　・　　内　　　容

1．発達について
２．胎生期・乳児期Ⅰ
３．乳児期Ⅱ
４．乳児期Ⅲ・幼児期
５．幼児期Ⅱ
６．幼児期Ⅲ・児童期
７．幼児期Ⅳ・児童期
８．児童期Ⅱ・青年期
９．青年期Ⅱ・成人期
10．老年期Ⅰ
11．老年期Ⅱ
12．発達障害

テキストは特に使用しない。必要に応じてプリント配布。



科　目　名　：

講師名 太田　多聞 単位 1 単位

実務経験
大学院博士課程修了　青年海外協力隊参加

時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

１．人間とは何か、人間にとって世界とは何かを理解し、人々と共に生きる意義を理解することができる。
２．文化によって培われた人と人とのつながりを広い視野を持って学習することができる。
３．学問的見地から信仰や世界観を養い、自己を取り巻く環境を認識することができる。

単　　　元　　・　　内　　　容

１．文化人類学とは

２．人類学のフィールドワーク

３．信頼関係を築く

４．家族の再考

５．親子感の比較研究

６．場所の人類学

７．食べることを考え直す

８．信仰と世界観

９．災い、治療と近代医学

10．医学人類学

11．医療のコミュニケーション

12．生命観と死

医学書院：系統看護学講座　基礎分野　「文化人類学」

課題レポート、授業で課する感想など加味する。 100点満点

文化人類学

授業科目
文化人類学 時　　期

２年次　前期



科　目　名　：

講師名 ゾルナー・スコット 単位 1 単位

実務経験
大学卒業後来日し、英語講師として勤務
Ｍ,ｓ　communicationｓ講師 時間 15 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・会話実践評価 100点満点

英語Ⅰ

授業科目
英語Ⅰ 時　　期

1年次　前期

日常英会話の基礎を学び、看護の場における簡単な英会話の方法を学ぶ。
医療分野における総合的な英語力を身につける。

単　　　元　　・　　内　　　容

１．自己紹介

２．身体の各部の名称

３．臨地　（病院等）　で必要な英会話の基本
　　医療・看護の場における簡単な英会話

シナジー：ナースのための病院英会話



科　目　名　：

講師名 大谷　純子 単位 1 単位

実務経験
大学卒業後、英語講師として10年以上の実務を
経験 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・会話実践評価 100点満点

英語Ⅱ

授業科目
英語Ⅱ 時　　期

1年次　前期

日常英会話の基礎を学び、看護の場における簡単な英会話の方法を学ぶ。

単　　　元　　・　　内　　　容

１．医学・看護に必要な基本英語

２．医学・看護の専門用語

３．臨地　（病院等）　で必要な英会話の基本
　　医療・看護の場における簡単な英会話

シナジー：ナースのための病院英会話



科　目　名　：

講師名 大谷　純子 単位 1 単位

実務経験
大学卒業後、英語講師として10年以上の実務を
経験 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・会話実践評価 100点満点

英語Ⅲ

授業科目
英語Ⅲ 時　　期

２年次　前・後期

看護師として必要な英会話の基礎を学ぶ。
医療分野における総合的な英会話を身につける。

単　　　元　　・　　内　　　容

１．医学・看護に必要な基本英語

２．医学・看護の専門用語

３．臨地　（病院等）　で必要な英会話

シナジー：ナースのための病院英会話



科　目　名　：

講師名 ゾルナー・スコット 単位 1 単位

実務経験
大学卒業後来日し、英語講師として勤務
Ｍ,ｓ　communicationｓ講師 時間 30 時間

講師の
実務経験と
関連資格

目　　　的

教　科　書
参　考　書

評　　　価
方　　　法

出席状況・学習態度・会話実践評価 100点満点

英語Ⅳ

授業科目
英語Ⅳ 時　　期

２年次　後期

看護師として必要な英会話の基礎を学ぶ。

単　　　元　　・　　内　　　容

１．医学・看護に必要な基本英語

２．医学・看護の専門用語

３．臨地　（病院等）　で必要な英会話の基本
　　臨地　（病院等）　で必要な英会話

シナジー：ナースのための病院英会話


